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(57)【要約】
【課題】個人ごと又は競技ごとにカスタマイズすること
ができるボールスケートの底構造を提供する。
【解決手段】ボールスケートの底構造４は、複数の第１
の孔５１、・・・と複数の第２の孔５２、・・・とを有
するベースプレート５と、１つ又は複数のボールローラ
部材６１（６２、６３）であって、複数の第１の孔５１
、・・・から選択された第１の孔５１に設置される、１
つ又は複数のボールローラ部材６１（６２、６３）と、
１つ又は複数のブレーキ部材７１（７２、７３）であっ
て、複数の第２の孔５２、・・・から選択された第２の
孔５２に設置される、１つ又は複数のブレーキ部材７１
（７２、７３）と、を備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の第１の孔と複数の第２の孔とを有するベースプレートと、
　１つ又は複数のボールローラ部材であって、前記複数の第１の孔から選択された前記第
１の孔に設置される、１つ又は複数のボールローラ部材と、
　１つ又は複数のブレーキ部材であって、前記複数の第２の孔から選択された前記第２の
孔に設置される、１つ又は複数のブレーキ部材と、
を備えることを特徴とする、ボールスケートの底構造。
【請求項２】
　前記ボールローラ部材は、複数の外径を有するボールローラ部材の中から選択可能とな
っていることを特徴とする、請求項１に記載されたボールスケートの底構造。
【請求項３】
　前記ブレーキ部材は、複数の大きさ及び／又は形状を有するブレーキ部材の中から選択
可能となっていることを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載されたボールスケート
の底構造。
【請求項４】
　前記ボールローラ部材は、複数の種類の摩擦係数を有するボールローラ部材の中から選
択可能となっていることを特徴とする、請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載され
たボールスケートの底構造。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載されたボールスケートの底構造と、足を収
容するアッパー部と、を備えるスケート靴。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載されたボールスケートの底構造と、靴を係
合する係合手段と、を備えるサンダル構造。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載されたボールスケートの底構造のベースプ
レートをデッキ部として備えるスケートボード。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スケートのエッジ部を球体としたボールスケートの底構造、スケート靴、サ
ンダル構造、及びスケートボードに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ローラースケートは、車輪状のローラーを備えており、ローラーの回転方向
に進むように構成されたものが多い。この従来型のローラースケートは、ローラーの回転
方向に進むだけであるため、体を捻ることで方向転換をする必要があった。したがって、
初心者にとって方向転換することは難しい、という課題があった。
【０００３】
　そこで、特許文献１には、靴底に球体を回転体とするローラーであるボールトランスを
複数個取り付け、靴底のつま先付近に抵抗体を設け、踵の部分の両側寄りにも抵抗体を設
けたローラースケートが提案されている。このような構成であるため、初心者であっても
容易に方向転換することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－１５１４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　しかしながら、前述した特許文献１のローラースケートは、ローラーや抵抗体の配置が
固定されているため、個人ごと又は競技ごとにカスタマイズすることができるものではな
かった。
【０００６】
　そこで、本発明は、個人ごと又は競技ごとにカスタマイズすることができるボールスケ
ートの底構造を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明のボールスケートの底構造は、複数の第１の孔と複
数の第２の孔とを有するベースプレートと、１つ又は複数のボールローラ部材であって、
前記複数の第１の孔から選択された前記第１の孔に設置される、１つ又は複数のボールロ
ーラ部材と、１つ又は複数のブレーキ部材であって、前記複数の第２の孔から選択された
前記第２の孔に設置される、１つ又は複数のブレーキ部材と、を備えている。
【発明の効果】
【０００８】
　このように、本発明のボールスケートの底構造は、複数の第１の孔と複数の第２の孔と
を有するベースプレートと、複数の第１の孔から選択された第１の孔に設置される、１つ
又は複数のボールローラ部材と、複数の第２の孔から選択された第２の孔に設置される、
１つ又は複数のブレーキ部材と、を備えている。このような構成であるため、ボールロー
ラ部材とブレーキ部材の配置を適宜に選択することによって、個人ごと又は競技ごとにカ
スタマイズすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施例１のスケート靴の下面から見た斜視図である。
【図２】実施例１のスケート靴の底面図である。
【図３】実施例１のスケート靴の断面図である。
【図４】ボールローラ部材の斜視図である。（ａ）は大きいサイズのもの、（ｂ）は中く
らいのサイズのもの、（ｃ）は小さいサイズのものである。
【図５】ブレーキ部材の斜視図である。（ａ）は大きいサイズのもの、（ｂ）は中くらい
のサイズのもの、（ｃ）は小さいサイズのものである。
【図６】ボールローラ部材とブレーキ部材の配置パターンの一例を示す説明図である。（
ａ）は攻撃選手用の配置であり、（ｂ）は守備選手用の配置である。
【図７】実施例２のサンダル構造の下面から見た斜視図である。
【図８】実施例３のスケートボードの下面から見た斜視図である。
【図９】実施例４のボールローラ部材及びブレーキ部材の斜視図である。
【図１０】実施例４のスケート靴の底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。以下において、実施例１
ではボールスケートの底構造を備えるスケート靴１ついて、実施例２ではサンダル構造に
ついて、実施例３ではスケートボードについて説明する。
【実施例１】
【００１１】
（構成）
　まず、図１～図３を用いて本発明のボールスケートの底構造４を備えるスケート靴１の
構成を説明する。スケート靴１は、図１に示すように、ボールスケートの底構造４と、足
を収容するアッパー部１０と、を全体として備えている。
【００１２】
　アッパー部１０は、外部の気象の変化（暑さ、寒さ、雨など）や衝撃から足を保護し、
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歩行の際に足が踊らないよう絶えず足を密着させる役割がある。アッパー部１０は、吸湿
性、伸縮性のある素材で形成される。
【００１３】
　そして、本実施例のボールスケートの底構造４は、複数の第１の孔５１、・・・と複数
の第２の孔５２、・・・とを有するベースプレート５と、１つ又は複数のボールローラ部
材６１～６３であって、複数の第１の孔５１、・・・から選択された第１の孔５１に設置
される、１つ又は複数のボールローラ部材６１～６３と、１つ又は複数のブレーキ部材７
１～７３であって、複数の第２の孔５２、・・・から選択された第２の孔５２に設置され
る、１つ又は複数のブレーキ部材７１～７３と、を備えている。
【００１４】
　ベースプレート５は、合成樹脂などによって板状に形成されるものであり、図２に示す
ように、ベースプレート５の外縁近傍を除く中央寄りの位置に略等間隔に複数行かつ複数
列に整列配置される第１の孔５１、・・・と、ベースプレート５の外縁近傍に外周線に沿
って略等間隔に配置される第２の孔５２、・・・と、を有している。これらの第１の孔５
１及び第２の孔５２は、雌ネジが螺刻された金属部品をベースプレート５の本体に埋め込
むことで形成されている。第１の孔５１には、ボールローラ部材６１～６３が螺合され、
第２の孔５２には、ブレーキ部材７１～７３が螺合される。
【００１５】
　ボールローラ部材６１～６３は、図１～図３に示すように、複数の第１の孔５１、・・
・の中から、使用者の好みに応じて、又は、競技の用途に応じて、選択された第１の孔５
１に設置される。例えば、図１では、足の前部（前踏み）においてひし形の頂点に４つの
ボールローラ部材６１、６１、６１、６１が設置され、足の後部（後踏み）においてひし
形の頂点に４つのボールローラ部材６１、６１、６２、６２が設置され、さらに土踏まず
の左右には２つのボールローラ部材６３、６３が設置される。
【００１６】
　そして、本実施例のボールローラ部材６１（６２、６３）は、図４（ａ）～（ｃ）に示
すように、複数の外径を有するボールローラ部材６１～６３の中から選択可能となってい
る。例えば、外径の異なる３種類のボールローラ部材６１、６２、６３を準備しておくこ
とができる。この場合、大サイズのボールローラ部材６１の外径を１とすると、中サイズ
のボールローラ部材６２の外径を０．８とし、小サイズのボールローラ部材６３の外径を
０．６とすることができる。さらに、図示しないが、本実施例のボールローラ部材６１（
６２、６３）は、複数種類の摩擦係数を有するボールローラ部材６１（６２、６３）の中
から選択可能となっている。これにより、外径（３種類）と摩擦係数（３種類）を組み合
わすことで、９通りのボールローラ部材６１（６２、６３）の中から適切なボールローラ
部材６１（６２、６３）を選択できるようになる。
【００１７】
　それぞれのボールローラ部材６１（６２、６３）は、ボールｄが回転することによって
、３６０度どの方向にも回転することができるようになっている。具体的には、ボールロ
ーラ部材６１（６２、６３）は、図４（ａ）に示すように、取付部ａと、保持部ｂと、複
数のベアリングｃ、・・・と、合成樹脂製や金属製の球体が合成樹脂や合成ゴムで被覆さ
れて形成されたボールｄと、衝撃吸収手段としてのバネ部ｅと、取付部ａの外周に螺刻さ
れる雄ネジｆと、から構成される。したがって、取付部ａの雄ネジｆを第１の孔５１の雌
ネジに螺合させることによって、ボールローラ部材６１をベースプレート５に固定するこ
とができる。バネ部ｅは、金属を折り曲げて形成された板バネであり、ベアリングｃ及び
ボールｄの全体を、取付部ａから保持部ｂの方向へ付勢している。
【００１８】
　ブレーキ部材７１～７３は、図１～図３に示すように、複数の第２の孔５２、・・・の
中から、使用者の好みに応じて、又は、競技の用途に応じて、選択された第２の孔５２に
設置される。例えば、図１では、足の前部（前踏み）において五角形の頂点に５つのブレ
ーキ部材７１、７２、７２、７１、７１が設置され、足の後部（後踏み）において三角形
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の頂点に３つのブレーキ部材７１、７３、７３が設置される。
【００１９】
　そして、本実施例のブレーキ部材７１（７２、７３）は、図５（ａ）～（ｃ）に示すよ
うに、複数の大きさを有するブレーキ部材７１～７３の中から選択可能となっている。例
えば、大きさの異なる３種類のブレーキ部材７１、７２、７３を準備しておくことができ
る。この場合、大サイズのブレーキ部材７１の高さを１とすると、中サイズのブレーキ部
材７２の高さを０．８とし、小サイズのブレーキ部材７３の高さを０．６とすることがで
きる。
【００２０】
　それぞれのブレーキ部材７１（７２、７３）は、合成樹脂や合成ゴムなどの素材によっ
て形成される六角形柱状の本体部ｂが接地されて摩擦を生じるようになっている。すなわ
ち、使用する最大のボールローラ部材６１と比べて高さが同等か低くされ、スケート靴１
を左右あるいは前後に傾斜させることによって接地するようになっている。具体的には、
ブレーキ部材７１（７２、７３）は、図５（ａ）に示すように、取付部ａと、本体部ｂと
、取付部ａの外周に螺刻される雄ネジｃと、から構成される。したがって、取付部ａの雄
ネジｃを第２の孔５２の雌ネジに螺合させることによって、ブレーキ部材７１をベースプ
レート５に固定することができる。なお、ブレーキ部材７１（７２、７３）の形状は、用
途に応じて設計することができるものであり、例えば、三角柱、四角柱などの多角柱や円
柱などであってもよい。
【００２１】
（作用・効果）
　次に、本実施例のボールスケートの底構造４を備えるスケート靴１の奏する作用・効果
を列挙して説明する。
【００２２】
（１）上述してきたように、本実施例のボールスケートの底構造４は、複数の第１の孔５
１、・・・と複数の第２の孔５２、・・・とを有するベースプレート５と、１つ又は複数
のボールローラ部材６１（６２、６３）であって、複数の第１の孔５１、・・・から選択
された第１の孔５１に設置される、１つ又は複数のボールローラ部材６１（６２、６３）
と、１つ又は複数のブレーキ部材７１（７２、７３）であって、複数の第２の孔５２、・
・・から選択された第２の孔５２に設置される、１つ又は複数のブレーキ部材７１（７２
、７３）と、を備えている。このような構成であるため、ボールローラ部材６１（６２、
６３）とブレーキ部材７１（７２、７３）の配置を適宜に選択することによって、個人ご
と（体型別、好みに応じて）又は競技ごとにカスタマイズすることができる。さらに、故
障や摩耗などによって交換が必要となったときでも、ボールローラ部材６１（６２、６３
）やブレーキ部材７１（７２、７３）を容易に交換することができる。
【００２３】
　そして、一方向ではなく多方向に滑ることができるボールローラ部材６１（６２、６３
）とブレーキ部材７１（７２、７３）の配置の組合せを変えることによって、大多数の動
きや好みに対応することが可能となる。例えば、左右方向に移動しやすい構成としたり、
前後方向に移動しやすい構成としたりすることができる。さらに、ホッケーなどのスポー
ツ競技では、図６（ａ）に示すように、攻撃の選手用にボールローラ部材６１（６２、６
３）を多く配置したり、図６（ｂ）に示すように、守備の選手用にブレーキ部材７１（７
２、７３）を多く配置したりすることなども可能である。
【００２４】
（２）ボールローラ部材６１（６２、６３）は、複数の外径を有するボールローラ部材６
１～６３の中から選択可能となっているため、個人別（体型別）に乗り心地に応じて、又
は競技別に用途に応じてカスタマイズすることができる。例えば、土踏まず近傍にボール
ローラ部材６３を配置すれば、手摺様のパイプに引っ掛けて滑走させることが可能である
。さらに、ブレーキ部材７１（７２、７３）と組み合わせることで、左右方向に移動しや
すい配置や、前後方向に移動しやすい配置なども可能となる。
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【００２５】
（３）ブレーキ部材７１（７２、７３）は、複数の大きさ及び／又は形状を有するブレー
キ部材７１～７３の中から選択可能となっているため、個人別（体型別）に乗り心地に応
じて、又は競技別に用途に応じてカスタマイズすることができる。例えば、ホッケーなど
の競技の場合には、守備の選手用に大きいブレーキ部材７１（７２、７３）を多く設置し
、攻撃の選手用にブレーキ部材７３（７１、７２）を少なく設置することが可能である。
さらに、ボールローラ部材６１（６２、６３）と組み合わせることで、左右方向に移動し
やすい配置や、前後方向に移動しやすい配置なども可能となる。
【００２６】
（４）ボールローラ部材６１（６２、６３）は、複数の種類の摩擦係数を有するボールロ
ーラ部材６１～６３の中から選択可能となっているため、個人別（体型別）に乗り心地に
応じて、又は競技別に用途に応じてカスタマイズすることができる。例えば、ホッケーな
どの競技の場合には、守備の選手用に摩擦係数の大きいボールローラ部材６１（６２、６
３）を設置し、攻撃の選手用に摩擦係数の小さいボールローラ部材７１（７２、７３）を
設置することが可能である。
【００２７】
（５）上述したようなボールスケートの底構造４と、足を収容するアッパー部１０と、を
備えるスケート靴１であれば、個人別（体型別）に乗り心地に応じて、又は競技別に用途
に応じてカスタマイズすることのできるスケート靴１となる。
【実施例２】
【００２８】
　以下、図７を用いて、本発明のボールスケートの底構造４を備えるサンダル構造２につ
いて説明する。なお、前記実施の形態で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明につい
ては同一符号を付して説明する。
【００２９】
　サンダル構造２は、図７に示すように、ボールスケートの底構造４と、靴を係合する係
合手段２０と、から主に構成されている。そして、ボールスケートの底構造４は、ベース
プレート５の複数の孔５１、５２、・・・から位置を選択して設置可能なボールローラ部
材６１（６２、６３）及びブレーキ部材７１（７２、７３）を備えている。すなわち、使
用者は靴を履いた状態でサンダル構造２に靴を係合させてボールスケートを楽しむことが
できる。
【００３０】
　このような構成であるため、サンダル構造２を個人別（体型別）又は競技別にカスタマ
イズすることができる。さらに、故障や摩耗などによって交換が必要となったときでも、
ボールローラ部材６１（６２、６３）やブレーキ部材７１（７２、７３）を容易に交換す
ることができる。
【００３１】
　なお、この他の構成および作用効果については、前記実施の形態と略同様であるため説
明を省略する。
【実施例３】
【００３２】
　以下、図８を用いて、本発明のボールスケートの底構造４を備えるスケートボード３に
ついて説明する。なお、前記実施の形態で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明につ
いては同一符号を付して説明する。
【００３３】
　スケートボード３は、図８に示すように、デッキ部３０としてボールスケートの底構造
４のベースプレート５を備えている。そして、ボールスケートの底構造４は、ベースプレ
ート５の複数の孔５１、５２、・・・から位置を選択して設置可能なボールローラ部材６
及びブレーキ部材７を備えている。したがって、使用者は靴を履いた状態でスケートボー
ド３の上に乗って、スケートボード３を楽しむことができる。
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【００３４】
　このような構成であるため、スケートボード３を個人別（体型別）又は競技別にカスタ
マイズすることができる。さらに、故障や摩耗などによって交換が必要となったときでも
、ボールローラ部材６やブレーキ部材７を容易に交換することができる。
【００３５】
　なお、この他の構成および作用効果については、前記実施の形態と略同様であるため説
明を省略する。
【実施例４】
【００３６】
　以下、図９、図１０を用いて、別形態のボールスケートの底構造（４）について説明す
る。なお、前記実施の形態で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明については同一符
号を付して説明する。
【００３７】
　図９に示すように、本実施例のボールローラ部材６１～６３は、それぞれ取付部ａの径
が異なっており、大きいボールｄを有するボールローラ部材６１の取付部ａ１の外径は太
く、小さいボールｄを有するボールローラ部材６３の取付部ａ３の外径は細く、中程度の
ボールｄを有するボールローラ部材６２の取付部ａ２の外径は中程度とされている。同様
に、本実施例のブレーキ部材７１～７３は、大きい本体部ｂを有するブレーキ部材７１の
取付部ａ１の外径は太く、小さい本体部ｂを有するブレーキ部材７３の取付部ａ３の外径
は細く、中程度の本体部ｂを有するブレーキ部材７２の取付部ａ２の外径は中程度とされ
ている。
【００３８】
　そして、本実施例のベースプレート５の第１の孔５１は、ボールローラ部材６１～６３
の取付部ａ１～ａ３の径に対応して、太径の第１の孔５１１、細径の第１の孔５１３、中
程度の径の第１の孔５１２からなる３種類の内径を有している。同様に、第２の孔５２は
、ブレーキ部材７１～７３の取付部ａ１～ａ３の径に対応して、太径の第２の孔５２１、
細径の第２の孔５２３、中程度の径の第２の孔５２２からなる３種類の内径を有している
。このように、ボールローラ部材６１～６３やブレーキ部材７１～７３の取付部ａ１～ａ
３の外径に対応して、第１の孔５１１～５１３及び第２の孔５２１～５２３それぞれが３
種類の内径を有することで、ボールローラ部材６１～６３やブレーキ部材７１～７３の配
置に、ある程度の自由度を許容しつつも、一定の規制をかけることができる。
【００３９】
　なお、この他の構成および作用効果については、前記実施の形態と略同様であるため説
明を省略する。
【００４０】
　以上、図面を参照して、本発明の実施例を詳述してきたが、具体的な構成は、この実施
例に限らず、本発明の要旨を逸脱しない程度の設計的変更は、本発明に含まれる。
【００４１】
　例えば、実施例１～３では、第１の孔と第２の孔とは別系統であるとして説明したが、
これに限定されるものではなく、第１の孔と第２の孔とはまったく等しい同一系統であっ
てもよい。このように構成することによって、ボールローラ部材とブレーキ部材の配置の
自由度をいっそう高めることができる。
【００４２】
　また、実施例１では、衝撃吸収手段としてバネ部ｅについて説明したが、これに限定さ
れるものではなく、衝撃吸収手段は、弦巻バネであってもよいし、空気圧や油圧を用いた
ダンパ部材であってもよい。さらに、衝撃吸収手段として合成ゴムや天然ゴムから構成さ
れた板部材をベースプレート５の上に配置することなども可能である。
【００４３】
　さらに、実施例では特に説明しなかったが、左のスケート靴１と右のスケート靴１は左
右対称でなくてもよく、左右でボールローラ部材やブレーキ部材の配置を変えることもで
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きる。このように構成すれば、例えばカーリングの練習などにも使用することができる。
【符号の説明】
【００４４】
１　　　　　スケート靴
１０　　　　アッパー部
２　　　　　サンダル構造
２０　　　　係合手段
３　　　　　スケートボード
３０　　　　デッキ部
４　　　　　ボールスケートの底構造
５　　　　　ベースプレート
５１　　　　第１の孔
５２　　　　第２の孔
６１、６２、６３　ボールローラ部材
７１、７２、７３　ブレーキ部材
 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月20日(2016.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数行かつ複数列に配置される複数の第１の孔と外周線に沿って配置される複数の第２
の孔とを有するベースプレートと、
　１つ又は複数のボールローラ部材であって、前記複数の第１の孔から選択された前記第
１の孔に設置される、１つ又は複数のボールローラ部材と、
　１つ又は複数のブレーキ部材であって、前記複数の第２の孔から選択された前記第２の
孔に設置される、１つ又は複数のブレーキ部材と、
を備えることを特徴とする、ボールスケートの底構造。
【請求項２】
　前記ボールローラ部材は、複数の外径を有するボールローラ部材の中から選択可能とな
っていることを特徴とする、請求項１に記載されたボールスケートの底構造。
【請求項３】
　前記ブレーキ部材は、複数の大きさ及び／又は形状を有するブレーキ部材の中から選択
可能となっていることを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載されたボールスケート
の底構造。
【請求項４】
　前記ボールローラ部材は、複数の種類の摩擦係数を有するボールローラ部材の中から選
択可能となっていることを特徴とする、請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載され
たボールスケートの底構造。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載されたボールスケートの底構造と、足を収
容するアッパー部と、を備えるスケート靴。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載されたボールスケートの底構造と、靴を係
合する係合手段と、を備えるサンダル構造。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載されたボールスケートの底構造のベースプ
レートをデッキ部として備えるスケートボード。
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